
交 換 機 特 集

C400形自動交換機……‥‥‥…=‥=……‥‥…‥…‥‥‥…=･‥‥‥……‥‥…‥57

適用範囲の広い標準化された中,大容量クロスバ交換機‥…･……･･‥‥=･…67

-ÅX3S形クロスバ交換機-

AX2S形クロスバ自動交換機 …‥‥‥…‥……･‥…‥‥･…･･…‥……･………71

-中容量交換機の経済化一

私設通信網用市外自動中継交換機の標準化……=…‥‥‥……‥‥…‥…‥…=76

押しボタンダイヤル電話装置…‥･…‥…･‥…･･‥……………･‥……‥……‥‥81

各種付帯装置により適用範囲の拡大されたA形自動式構内交換機…‥…‥‥85



U.D.C.る21.395.344.る

C400 形 自 動 交 換 機
TypeC400AutomaticTelephoneExchange

凹 代 穣 次*
J∂jiTasbiro

平 木 貞 行**
SadayukiHiragi

若 木 孝 雄*
Takao Wakamoto

伊 藤 和 男**
Kazuolt∂

若 林 和 彦**
Kazuhiko Wakabayasbi

船 越 正 憲**
MasanoriFunakoshi

要 旨

jっがl‾郎ニクロスバ方式が増人されてから10年,｢-､l本電信電話公社では,その間に肘ブれてきたクロスバ交換

機の技術を船渠して,4段リンクフレーム構成完全共通制御方式を採用したC400形日動交換機を完成した｡

この交換機は,わが国の電話交換網の実状によく適合し,クロスバ交換棟の特長を生かしつつ最も経済的に設

計されている()東京新西大森局での商用試験も順調に進み,さらにその結果を織り込んだ本仕第1号撥が東京

足立局に納入され,順調な仕上りを見せている｡本交換機は今後大容量標準市内クロスバ交換機としてC41,51

形日動交換機にかわって全面的に導入される｡

l表 適 用 階 梯

1.緒 口

日本電信ノ這訪公社の傑恥†行l勺クロスバ交換機とLて開発されたC

4,5形口動交換機は,蕨,西射‖はどに納入されたC40,50形(1)(2)

を原形とし,C41,51形の1版(3),2版,および改良形(4)と数次にわ

たる改良や機能追加が子+二なわれ,名実ともに標準市内クロス/ミ交換

機としての性能を打つに至った｡その間,大都市の一部を含㌍)全国

400局を越える局に導入され,通話.冒.田,接続安定度,全国自動即

時化への適応性などにおいて,きわめてすぐれた特性を有すること

が実証された｡しかし大部巾においては,創設費のノ･∴(で従来のSXS

交換機よF)な二郎l伯であF),全耐1勺に導入するには終粁性の点で問

題が残されていた｡)

そこで日射昆信電話公社でほ,乍後の大量′ぷ柴に応し'るために,

さらに経済化された大容量凧勺クロスバ交換機の開発に着下し,予

備検討でその可能性を確認した綾,脚和38年12月技術局調査部門,

電気通信研究所が･‾1一心になり,交換機製造4杜も参加して,次の方

針(5)で具体的な検討を開始した｡

(1)わが国の侶話交換網の実状にあった最適の交換機であるこ

と.｡

(2)クロス/ミ交換機の町長を生かし,かつクロスバ交換機とし

て考えうる応も練榊勺な交換機であり,現川のSXS交換機

より経済的に有利なこと｡

ノノ式,仰御,けテ報処理,通話路,および荊指占の5分村仝に分かれ

て約5,000件にのぼる資料を検討の結果,昭和40年3月にはC400

形自動交換機特仕5101号が制定され,同年9月南川試験局である東

京の新西人森Jこユ(6)に各社より設計担当装置が分担納入され,大規模

な現場実験が行なわれた｡その結果は,その間も継続されていた本

仕化検討作業に織り込まれ,さらにTOS枚能,着信迂回機能など

が追加され,1]朋口41年4月C400形口動交換機仕3841～6号が制定

された｡この仕様書による交換機ほ,同年8月以降C41,51形にか

わって全面的に導入されている｡

C400形自動交換機の開発において,日立製作所は,起呼マーカ,

接続マーカ,トランスレータ,対クロスバおよび対A形各種出入ト

ランク,集11試験架のすべてと試験器測定器の一部の設計を担当し,

新西大森局にそれら装置を納入した｡また本仕でほ,昭和41年納入

局として,足立局,名古屋広小路局,北町局,刺引司,新呉尚(TIS

併合),新赤羽局,瀬田局の7局が決悲しているr,とくに足立局は

半
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表2 番 号 計 画
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市t勺番号

巾外番埠

特殊番号

信 l･い 継
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(1)市外局番

ぢ-の第1数字

の0を除く

(1)Ⅹは現在

のところ 0.

1.7.

(2)宝己縮ダイ

ヤ′Lは1XY

でⅩほ(1)以

外とする

(3)1ⅩY以

外の特番は原

11りとLて存在

L′ない

現場調査局に指定され,他に先がけて7月に納入を完了し,工事試

験も順調に進んでいる｡本f‾卜第1号機として昭和42年2川洞局の

予定である｡

2.適 用 範 囲

2.1適 用 階 梯

C400形自動交換機の適用階梯および番号計画を表1,2にホす〔)
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表3 方 式 限 界

最大端子数
総 【乎 量

ア【ラン(HCS)

加 入 者 呼 率
アーラン(HCS)

192×2

800

12,600

61,440

16(576)×2

67(2,40())

538(19,360)

2,752(99,072)

0.083(3)

0.083(3)

0.044へ′0.21(1.59､7.56)

0.045＼･0.27(1.62～9.68)
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表4 装 表号略凹匡
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主として亡削高地から人復后=也までのl山勺交換機として

使用されるが,小規模の11了外発信タンデム(TOS),6数

字識別以Fの市内外着信タンデム(MIS,TIS)を併合し

て使用することも可台巨であるr_､現在のところ,従局,暫

定右手動†苗となること,および市外系下位后う,従局とし

てH形交換機を設置することほ考えられていない｡

2.2 適 用 容 量

従来の巾内クロスバ交換機ほ,全f-1何掛川をおおうた

めi･こ,Cl.,C2,C3,およびC4,5形が実用化されていた

が,C400形および後述するC460‾形の開発により,C

l,C2,C460,C400形に置き換えられ,二おのおの表3に

示す範閃を方式限界としている.｡ノミの伯はエフレームの

呼量容量から貸州したものである〔J機種間の境壬糾ま適用

階梯,将来の端増,方式限糾こ達したときの交換機の増

設,移設なども勘案して決定されるが,一ん己原則として

図1が考えられている｡

3.中継方式と動作概略

3.1標準中継方式

C400形自動交換機の代表的な標準中継方式図を図2

(a),(b)に,装置略号を表4に示す｡

3.2 才妾続動作概略

C400形自動交換燐の接続動作には種々の変形がある

が,ここでは代表的な例をとり上げ,接続系統図に従っ

てその概略を述べる｡国中の番号は捕そく順序を示す｡

3.2.1起 呼 接 続(図3)

加入者が受話器を上げると,そのループによりLLF
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加入者回路のラインリレーが動作し,IノMCを経てDMを揃そく

する()D九4ほ発呼ノ馴父容位程を識別し,発呼電話機の信号種別に

あ′つたあきORのあるTLFを選択し,1該当するTFC,ORCな

起動する｡その捕そくを確認した後,発呼老が収容されている

LFCを起動し,発呼老と選択したOR問の通話路を設定するL･そ

れと並行して,DMからORに発呼者収容位酎吉報が転送され

る｡通話路検‾クモ綬l)Mは復旧し,発呼苫にほORかド)発信音が

送出される｡

3.2.2 発 信 接 続(図4)

発呼暑が被呼名番号をダイヤルし終わると,ORはORMCを経

てCMを描そくし,被呼老番号と発呼老収容位置情報を転送す

る｡CMは直ちにTLRを捕そくし,受信情報をTLRに転送

し,柑線選択制御に必要な情報に翻訳する｡CMはTLRより抽

出した他線情報より所要ルートのあきOGTを有するトランクブ

ロック(TLFと等価)を選択し,対応するTBC,TFCを起動して

OGT迷択を行なう｡TBC,TFCの捕そくを確認した後,発呼老

が収容されているLFCを起動し,発呼者とOR閃の接続を復旧し

た後,発呼省とOGT間の通話路を設定する｡一方CMはOGT

選択後OSLを起動し,またOSCを経てあきOSを描そくし,

OGT,OS閃の接続路を設定する｡OSにはCMより制御情報と被

呼者番号が転送される｡それらを確認するとCMは復Iltし,OS

はOGT経由で後位を起動して以‾F◆の接続を進行する｡

3.2.3 着 信■ 接 続(図5)

IRほ前位局より被呼老番号を受信し終わると,IRMCを経てCM

を捕そくし,被呼名番号を転送する｡CMは起動してきたICTに

対応するTNGを描そくし,lCTの収容位経と回線クラス情報を

柚子汁する｡一一方CMほ披呼老番号より披呼老が自称こ収容されて

いることを識別し,NGを臆そくして被呼名番号を収容位置情報

i･こ翻訳する｡TFC次いでLFC起動後被呼者話中試験を行ない,

あきであることを確認してICTと被呼省間の通話路を設定し,通

話路検査後CMは復IHする｡ICTより発呼老に呼出信号音,被呼

老に呼J-Ll信号が送出さj‾Lる〕
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3.2.4 自 局内接続(図る)

CMがTLRを捕そくするまでは発信接続と同じである｡CM

ほTLRで翻訳した結果,被呼老が自局に収容されていることが

わかると,出線情報に基づきTIiC,TFCを起動してIOT選択を

行なうと同時に,NGを捕そくして被呼老番号を収容位置情事郎こ

翻訳する｡この情報に従って被呼老が収容されているLFC(B)を

起動し,被呼者があきであることを確認した後,被呼者とIOT閃

の通話路を設定する｡通話路検査後,LFC(B)を復旧させ,次い

で発呼老が収容されているLFC(A)を起動し,発呼老とOR間の

接続を復旧した後,発呼者とIOT間の通話路を設定する｡通話路

検査後CMは復旧し,IOTより発呼老に呼出信号音,被呼者に呼

出信号が送出される｡

3.2.5 そのほかの接続

発信中継接続は,発呼側ICTの収容位置識別を着信接続同様

TNGで行なうはかは発信接続とほぼ同じである｡着信中継接続

は,発信中継接続と接続方向が逆になっただけで,接続動作はほぼ

同じである｡ユニット間接続は,IUT,IURを介して発信接続と薪

信接続を行なうに等しく,白即公衆ハチマキ接続は,IOT,IOR

を介して発信接続(またほ発信中継接続)と発信中継接続を行な

うに等しい｡着信辻回接続(図7)は正常動作ではないが,C400

形自動交換機の特長でもあるので,接続系統図のみ示す｡
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4.主要構成機器と群構成

ム1フレームリンク類

4.】.1主 フ レ ー ム

主フレーム構成を図8に示す｡おのおの2段完全単リンク構成

のLLFとTLFをジャンクタで結合して構成される4段リンクフ

レームで,TLFはジャンクタ側で2フレーム(16フレーム形式)

または4フレーム(32フレーム形式)複式接続して使用される｡

LLF,TLFは同数設置され,1ユニット各最大32フレームであ

る｡フレーム当たりの呼量容量は着信迂回を考慮して86アーラ

ンである｡主フレームの内部ふくそう率の一例を図9に示す｡発

着とも出線数を調整することにより種々の値をとりうる｡CA400

号Aラインリソク架(図】0(a),(b)),CA400号Aトランクリン

ク架(図11(a),(b))をノ】∈本スイッチとし,加入者の呼率によ

り,さらにCA400号Aラインリンク補充架(図12)が増設される｡

中継交換用に加入者回路を除いたCA400号Bラインリンク架も

用意されている｡32フレーム形式の場合には,CA400号Aトラ

ンクリンクー次スイッチ拡張架を使用する｡OFTはTLFに固定

実装されている｡

輔

囲10(a) CA400号

Aライソリンク架の

n一次スイッチ架

図10(b) CA400号

Aラインリンク架の

二次スイッチ架

琵和

図11(a)CA400-ぢ･図11(b)CA400-ぢ･岡12 CA400号

Aトランクリソク架 Aトラソタリンク究 Aラインリンク

の一次スイッチ架

80端イ･

16

r5)

(51

DI】llミ上J

1IFIRl一

DPICl'

DI)lCT

ト1FICT

ト1FICrtl
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4.1.2 入レジスタリンク

C400号ADP人レジスタリンクおよぴC4()0弓･AMF入レジスタ

リンクは,ICTとIR問を接続する完全Filリンク2段リンクフレ

ームで,そのリンク構成は図13(a),(b)に′Jミすとおりである｡

いずれも上接続路は3線で構成される｢,前者ほバイリンクを有

し,さらに一次格了･対比Jこリンク全訪中を監視し,全話中になる

とICTを閉そくする機能を有する｡】CA400-ぢ･ADP入レジスタリ

ンク川架(図14)に損七3矧琵が搭載される〔､後者はCA400号

AMF入レジスタリンク川架(図15)に伯太7装際搭載され,架に

固定搭載された2[叫路のブヒ通子lilj御矧軌こユノー,て制御される｡

4.1.3 出セングリンク

C400巨プ▲A｢Hセソダリンクは,OGT,IUT,IOTとOS,IUR,

IOR間を接続する完全‡ilリンク2段リンクフレームで,そのリン

ク構成は図1るに示すとおりである｡,IRLと同様に,接続路は3

線で,一次格子対応にリンク全話中を監視し,全話中になると

OGTなどを閉そくする機能を有する｡CA400号AFlうセソダリソ

ク川架(図17)に最大6彗右岸が搭械され,CMに+こって仰j御される｡

4.2 ト ラ ンク 類

4.2.1入ト ラ ンク

他局から自描にはいって来る回線に使用される｡種別と用途を

表5に示す｡すべてCA400ぢ･A入トランク用架(図柑)に搭載さ

れ,混載も=一能である｡

4.2.2 出ト ラ ンク

川1から他J`-かこ出て行く回線に使H‾Jされる｡種別と川途を表る

に示す｡課金川トランクは付加ユニットを佐川することにより,

川上K.非金から‖]‾変K牒金に変えることができる｡CA400ぢ-A

=トランク川架(図19)に搭峨され,荘一己献ヰ)‖+▲能である‥

4.2.3 そのほかのトランク

汁川勺トランクの紆別とJlj途1を表7に,ユニットl川トランクの

種別とrl]途を表8に,1‾1瑚くトランクの縄別と用途を表9に示すL_)

クソープト入5小衣

屈認諾逆

勅 交

岡14 CA400

号A DP人

レジ スタ

リンク川架

nr.T/′1しTT

り｢】T.fllll()■Il

一--{=ユー

図15 CA400

号A MF入

レジスタ

リンク用架

ノく､＼＼

,抒

収
容
位
抗

機

阿17 CA400

り▲A[‖セング

リンク川部

OS./1UR/10R
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図18 CA400り･

A入トランク用架

担116 0SI一のリンク構成

図19 CA400[プーA川トランク川先

の 侍 別 と 川 途

た言号掘削

途出川

ガ皇 班
仁言 百

様 別 LP(BB)

監

祝"■
信 号 ノテ 式 種 別

CX,DX l oB,PCM
佑 考

ト

ラ

ン

ク

リ

ン

ク

収

婿

汎 用(LIC,TIC用)

入ト ラ ンク

Jl与 巾 継 川

入 ト ラ ン ク

1別 込 川

人 ト ラ ン ク

__二】還
MF

GD

竺竺

G
｡
訪
一
M
F

G

C400A-5LDICT

C400B-4LDICT

C400A-6LMICT

*1 C400A-4CXDICT C400A-40DICT

C400A-6CXMICT

C400A-4GDICT

C400B-4GDICT

*2

C400A-2LDICT-DL

C400A-2ⅠノMICT-DL

C400A-2GDICT-DIノ

C400A-3GDICT-Ⅰ)L

C40()A-2lノDICT-NT

C400A-3LMICT-NT

C400A-2GDICT-NT

C400B-2GDICT-NT

*3

*4

C400A-2SRDICT-DL

C400A-2SRMICT-DL

C400A-2SRDICT･一NT

C400A-2SRMICT-NT

C400A-60MICT

C400A-2SRDICT-DL

C400A-2SRMICT-DL

C400A-2SRDICT-NT

C400A-2SRMICT-NT

*1対A形近接マルチ局より

の入トランクに使用し度数

登堤パルスの送l【1機能を有

す

*2 対H形局用兵距離人トラ

ニ/ク

*3 対H形局m長距離人トラ

ノ/ク

*4 対H形見川良即離入トワ

ン γ

一フ

ィ

ン

リ

ン

ク

収
山
什

従局 または PBX

発丁.‾‡用人トラ ンク

汎 川(TOS)

人 ト ラ ン ク

特 番 較｢ト 川

入 ト ラ ン ク

DP

MF

DP

MF

DP

MF

C400L-4LDICT

C400M-4LDICT

C400L-4LMICT

C400N-4LDICT

C400P-4LDICT

C400N-4LMICT

*5

*6

C400N-4Ll)ICT-SP

C400N-3LMICT-SP

(C400Lイ+CXDICT)

(C400L-｢ +CXMT CT)

C400N-4SRDICT

C400N-4SRMICT

C400N-4SRDICT【SP

C400N-4SRMICT-SP

(C400L-r｢+0Ⅰ〕ICT)

(C4UOL-｢+()MICT)

C4UON-4SRDICT

C400N-4SRMICT

C400N-4SRDICT-SP

C400N-4SRMICT-SP

*5 対Cl形｢川]入トランク

*6 刈CIJ好局川人トウンケ

】 61-



汎 用(単 琵 節)

!_liト ラ ン ク

GD

タ

リ

ン

ク

収

容

ラ
イ
ン
リ
ン
ク
収
容

複

式

収

容
L
L
F
･
T
L
F

*1対A形近接‾√′レチ局への

汁1トランク

*2 月◆n形局用長距離肘トラ

ン/ク

pエD

FM

C480A-5LPOGT-MP

C400A-6SRDOGT
C400A-6SRDOGT

C400A-40DOGT

C400A-6SRMOGT C400A-6SRMOGT

PD

C400H】2LPOGT-MP

C400H-2SRDOGT-MP

C400Ii-2SRMOGT-MP

課 金 用

出 ト ラ ン ク

(一 般 用)

C400A-4LPOGT-K

C400H-2SRDOGT-MP

C400ⅠⅠ-20DOGT-MP

C400H-2SRMOGT-MP

己‾蒜二万妄蔽這i古‾‾‾‾‾1】一言蒜石元iムGT-K

C400A-4GDOGT-K

C400B-4GDOGT-K

*3

*3 対H形局用兵匝巨離川トラ

ン/ク

課 金 用

出 ト ラ ソ ク

(自 即公衆用)

C400H-2LPOGT-K

集 中 特 番 用

州 l フ ソ ク

着信 タ ンデ ム 用

l_flト ラ ン ク

出 中 継 用

出 ト ラ ン ク

C400Ii-2CXDOGT-K

C400H-2CXMOGT-K

C400H-20DOGT-K

C400H-20MOGT-K

C400A-2LPOGT-Ht)

DP

C400I一-6LPOGT

*5

__竺竺一2ミ竺ヱGT-HDは昌呂盟f2ミ5B8許弘(｡｡｡｡A_r+｡X入1｡｡f品う】(‾‾㍍正二｢‾石高｡石二百諒
(C400Aイ+CXDOGT-SP)

(C400Aイ+CXMOGT-SP)

C400L-6SROOGT

C400L-6SRMOGT

(C400Aイ

しC400Aイ

C400L-6SRDOGT

C400L-40DOGT

C400L-6SRMOGT

*4 CA400A一ICTFCE

に搭載する

*5 対C400形局川川トランウ

C400L-2SRDOGT-DL

C400L-2SRMOGT-DL

C400L-2LPOGT-DL

C400L-2SRDOGT-DL

C400L-20DOGT-DL

C400L-2SRMOGT-DL

発着信タ ンデム用

出 ト ラ ン ク
C400T-4LPOGT

C480T-4CXDOGT

C400T-4CXMOGT

しC400T-｢+ODOGT)

(C400Tイ+OMOGT)

発着信タンデム用
出 ト ラ ン ク

C400T-4LPOGT-K

C400T-4SRDOGT-K

C400T-4SRMOGT-K

表7 自局内トランクの種別と用途

品 名 略 号

C400A-6IOT

TOS 自局 着信 用

自即公衆ハチマキ接続用

C400A-4IOT-K

C400H-2IOT-K

CA400A-ICTFCEに搭載

CA400A-ICTFCE に搭載

CA400A-OGTFCE に搭載

表8 ユニット間トランクの種別と用途

ユニット間接統の形式

C400形一C400形

C400形(TLF)→C51形

C400形(LLF)一C51形

C51形-,C400形

C400形一C63形(一般)

C400形一C63形(自即公衆)

C400形一C82形(一般)

C400形一C82形(自即公衆)

品 名 略 号l 備 考

C400A-4IUT CA400A-ICTFCE に搭載

CA400A-OGTFCEに搭載

CA400A-ICTFCE に搭載

CA400A-ICTFCEiこ搭載

C400A-4IUT-K

C400H-2IUT-K

C400B-4IUT-K

C400ト2IUT-K

CA400A-OGTFCE に搭載

CA400A-OGTFCEiこ搭載

CA400A-OGTFCE に搭載

CA400A-OGTFCEiこ搭載

C400T-4SRDOGT-K

C400T-40DOGT-K

C400T-4SRMOGT-K

表9 特殊トランクの種別と用途

トランクリ ンク

フ レーム

位 置

ライ ンリ ンク

フ レーム

2共同加入者相互通話用
トランク

気象,時報など
有料トーキーサービス用

あき番号通知など
無料トーキーサービス用

音門防,警 察ト1線 用

通知台サ ー ビ ス 用

ー62一一一

C400A-4RVT

C400A-4TKT

C400B-6TKT

C400A-2CPT

C400A¶FPT

C400A-4TKT

C400L-2AAT

C400L-2FLT

C400L-4IST
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表10 発 信 レ ジ ス タ の 種 別 と 用 途

装際種別 ≡短篇】パルス速度l三ご▼工′冒;スl苫椚数字lマーカ起動用 途 備 考

C400 号 A

DP j別てレジスタ

DP 10pps

20pps

ロガ

ガ

ガ

識
識
誠

(
U
”
”

0

(U

l

最大9数字 特 番 3 数 字
一 般 9 数:半

4～8数字ジャンパ

またほタイム7ウト

再起動 あ り

･般加入者発信用
PBX加人音発†言用

A形CIC2形

従 局 発 信 川

``00”(国際呼)は現在

のところ識別後厄ちに役

l｢=二なる

C400 弓▲A

MF 発信レジスタ 】MF7i喜器…l"0”ぷ=り
最大9数字 送符号(ST)受仁後 C3,C45,C460 ヨ イ言号受信はMFR2

形従局発信川】(市外系)形式

未11入 ジ レ ス タ の 種 別 と 用 途

短篇l表ル違装 置 稚 別

C400弓一A

DP人レジスタ

パルス受信形式

ICTからのA視

け 線 受 信

按符号受信後受信

準備完了信号を送

出する｡

前位に対するAB

線反転与･王ICTで

行なう｡

蓄 た'音数 字
再/ヒ 数 字

マ ー カ 起 動 用 途 鮪 考

DP 10pps

C400号A

MF人レジスメ

C400号A

GD入レジスタ

C400弓-B

DP人レジニくタ

C400シューH

MF人レシ'スプ

MF

GD

DP

MF

7.5pps

lOpps

10pps

10pps

7.5pps

lOpps

ICTからのA線

Jう■線受信

ICTからのA紙

片線受信

姥符号受†こ後･受t‾ミ■

ilfし僻浣∃/伝1Jせ送

出する｡)

前任に対するAB

線反転はICTで

行なう｡

最大6数字蓄積

1 数 字 再 生

最大6数字蓄犀i

披大6数字蓄積

1 数 二戸相 生

良人9数丁蓄瓦‡

1数字机(言主さ
弟椚数字のシ‾7ト

｢TIS 点火4けた
1ⅠノIC 最人2けた

瓜人9数字謹言杭

詳言桁数亨のシフト

ほ壬き霊宝書主托

4～5数字ジャンパまたほタイムア

ウト起動

再起動およびタイムアウトレリーズ

機能あり

A形局Cl,2端局から

のDP信引こよる着信

用(LS,TIS)

送 符 号(ST)受 信 後 MF信号による着信用

(LS,TIS)

4､5数字ジャンパ起動またほタ†

ムアウト起動

Ff起動お.tぴターム‾′り

機能あり

リ ーース

SP 2数`与:

LIC 4､5数字ジャン/ミ起励ま

たほタイムアウト起j執

TIS l司_l二

TOS 8数字ジャンパ挺勅

円二起動およぴタイムアウトレリーーズ

機能あり

H形局からの着信用

(LS,TIS)

A形局Cl,2端局から

のDP信号による

LIC,TIS,TOS

併合眉信用

送 符 号(ST)受†言 後 MF信号卓こよるLIC,

TIS,TOS併缶薪

信用

障害時前位へA,B線反

転による信号ほ送らない

ICT,IR,IRLの

群分けを行なえほTOS

の場合にも1数字再生吋

能となりTIS,LIC

の場糾こほ2数字再生吋

能となる

表12 識別ユニットの種別と用途

装 置 種 別

C400号A

.識別ユニット

C400ぢ▲B

｡識別ユニソ

受 †言 値 報 l 用 途 l備 考

IR かじ〕の転送情報とし

てA～C3数字を受信

甚析

A-DPIR,A-MFIR

A-GDIRを使いユニッ

ト人側権式を行なう場†丁

のコ･ニット振分け用

IR からの転送情報とし

て LIC/TIS/TOS

の階梯種別情報とA～F

のうち局状に応じてシフ

トして3数字を受信苦節

B-1)PIR,B-MFIR

を使いユニット人側複式

を行なう場合のユニット

振分け用

長13 と上与セノダの種別と用途

袈匠種別 孟宗l蒜′し品送 = 数 字l用 途l備 考

C400号A

DP出センダ

DP 10pps 瓜本6数字送出

付加用品搭載によ

り最大8数字送出

対A形局,Clお

よびC2形局への

パルス送出用

C諾告誤ノダIMF
10pps 最大9数字送出 対C3,C45,C460

C400,C6,C8形

局へのパルス送出

用

1実120 CA400一年A l東I21 CA400一号A 脚22 CA400号A

DP_発信レジスタ DP7､レジスタ MF入レジスタ

用米 用米 用架

C400号A
GD出センダ

GD 10pps 基本6数字送り王

付加用品搭載によ

り最大8数字送H王

対H形局および

0Ii,CX回線を

直通にしたA形局

に対するパルス送

山用

ー63-
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図23 CA400号A 図24 CA400弓･A

DP出センダ用架 MF州セソダ用柴

図29 CA400〉J･L対30 CA400

Aトランクナン ぢ-A駁･い

バブループーう1 試験架

脚25 CA400号A

起呼マーカ究

図31 CA400

-ぢ-A貸主[い

図32 CA400

弓一A監視

監視架 供給梨

4.3.3 識別ユニット

マルチユニットJハトご2ユニット問入線俊式接続を行なった場合

に,どちらのユニットに着信するかを.識別するユニットで,その

種類と用途を表12に示す.二J

4.3.4 出 セ ン ダ

他局への接続の場糾こ,後位If,卜亡必要な選択番号を送H-ける装

踪で,その産別と川途を表13にホす｡CA400号ADP山センダ川

架(図23)とCA400号AMF出セソダ用架(図24)の2種類がある｡

4･3.5 ユニット間レジスタ,自局内レジスタ

ユニット閃レジスタ,∩局内レジスタの種別と用途を表14に

示す｡

4.4 マーカ翻訳装置類

4.4.1 マ ー カ

主フレームに収容された入線および古11線の収容位置を.;朋Ijし,

その間の接続路を設定する共通制御装置で,呼種により起呼マー

カと接続マーカの2穫叛がある｡C400号A起呼マーカは起呼接

図26 CA400り･A

接続て-カ架

‾ノミ14ユニッ

区127 CA400-ぢ･A

トランスレータ架

凶28 CA400号B

ナンバグループ架

卜間口局l勺レジスタの稀別と用途

U
〃
･侍置装

004C

先 に 情 報 l 川 途 肺 ｢考

間タ

A
ト
ス

〔
ケ
ッ

先に側ユニットのCMか

仁J転送･1市報としてノー〔木5
数字受信蓄屯‡,付加用【■】J†

搭載により良太6数千受
信

C400形,C400形J己の

ニットIJ耶妾綻川

他方ンモとのユニ

ット間接続用ほ

別什様割こよる

C400号A

白 局 内
レ シ/ス タ

続のみを行なう主旨通制御装揖で,4稗棋のORを.識別制御するこ

とができる｡CA400号A起呼マーカ用架に巌大3装置搭載され,

全実装の場糾まCA400号A起呼マーカ架(図25)が使用される｡

1ユニット1辟で,炭火8装掟まで設備できるr)CA400号A接続

マーカ架(図2占)ほ起呼接続以外のすべての接続を制御する共通

制御装置で,入線識別,出線選択,デコーーディング,通話路設定

検査などの機能を有する｡IJS,MIS,TIS階梯の制御枚能を標準

にしており,TOS楔能,短結ダイヤルサ】ビス機能などを付加す

る場合には,付加ユニットが実装される｡1ユニット1群で,最

大13装荷まで設肺できる(つ

4.4.2 トランスレーク

CMから受仁‡した迷択番ぢ･と入線収容位置1古根から加入者サー

ビスクラス,ルート番号,あきトランクブロック番号,潔金指数

などのr_I:l線制御情報を抽出する翻訳装琵で,あらゆる接続種別に

関する翻訳機能を有するCA400号Aトランスレータ架(図27)1

種吏員である｡ルート数は最大200で,所管ルートのLH線を監視し,

全話小の場合には日動的に迂回する機能を有する｡)

ん4.3 ナンバグループ

加入者番号を加入者収容位置番-ぢ一に翻訳する矧崖で,これには

｢柳平率1,000回線用のCA400号Aナンバグループ架,低呼率

2,000回線用のCA400号Bナンバグループ架(図28),収容位置が

番号により原則として固起されるCA400号A固定ナンバグルー

プ用架の3種研がある｡付加ユニットを使用することにより代表

選択を行なうことができる｡

4.4.4 トランクナンバグループ

IR,IRL,ICTを通してCMより送附される＋50V棍源により

ICTの収容位置と回線クラスを抽出する装置で,ICTl,200回線

ごとにCA400号Aトランクナンバグループ架(図29)を設置す
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る｡障害に備え回路は2垂化されている｡

ん5 稚 装 置 類

雑装置としては局内装置を試験するCA400号A集中試験架(図

30),局内装置の監視警報をつかさどるCA40(l号A集中監視架(図

3り,主電源を除く各種電源,断続源,信号音を各装置に分配する

CA400号A監視供給架(図32),試験弾器,迂回弾器を搭載するCA

400号A入トランク試験弾器用架,そのはかの雑装置を搭載するCA

400号A付帯装置用架がある｡､線路試験架としてほ別途設計された

1号自動局用線路試験架を使稲する｡

4.る 試験器測定器類

接続試験で試験しi･こくい部分を補うために,可搬形の試験器,測

定器が準備されている〔.マーカ周辺のコネクタ?)-ドの混線を表示

するC400号Aマーカ混線障害探索器,NGのジャンパの検証試験

を行なう C400号Aナンバグループ検証試験器,工事中でまだ出回

線が使用できない場合に各種OSの/くルス送出機能を試験するC400

号A出センダ試験器,LLFの一次格子の呼量を測定するC400号

AAリンク呼量測定器がある｡

5.お も な特長

C400形自動交換機のおもな特長をまとめると次のようになるっ

5.1方式上の特長

(1)主フレームに4段リンクフレームを用いた完全共通制御方

式を採用している.=

(2)IRL,OSLに2段リンクフレームを採用L,レジスタ,セ

ンダの大群化を図っている｡

(31)入線の収容位置識別および回線クラス抽抑こトランクナン

バグループを採用している｡

(4二)2ユニット問出端子,入端子複式接続,および同一ユニッ

トでTLF,LLF端子間出線複式接続が可能であり,経済的

なタンデム接続を行なうことができる｡

(5)C400形,C51形,C63形,C82形とのインタマーカ接続

が可能である｡入線複式接続まで考えて,最大20ユニ､ソト

に対するインタマーカ接続が可能である｡

(′6〕着信迂回制御方式,チャンネルパッキング方式(7)を採用す

ることにより主フレームの呼量容量を増加している｡そ

れにともない,自局内接続の発呼側接続でリンクブロック

に遭遇した場合のリサイクル機能を付加している｡

(7)トランスレータでルート話中を監視することにより,回数

に制限のない自動迂回が可能である｡.さらにあき回線が少

なくなった場合に,リンクのふくそうにより接続も迂回も

できなくなるのを防ぐために,あき回線があっても強制迂

回させる機能を付加している｡またケーブル障害の場合に

は,迂回せずトーキーを聞かせる機能も備えている｡

5.2 保守運用上の特長

(1)加入者をクロスノミスイッチの水平路に収容し,ラインロッ

クアウト機能を付加Lている｡

(2)ファーストパーティレリーズ方式を採用し,被呼老先カニけ

の場合,トランクをタイミング復旧させることにより,受

話器はずしをロックアウトしている｡:

(3)異常過負荷状態を検出し,加入者の発信停止,解除などの

対策を自動的に行なう機能を備えている(8)(9)｡

(4)試験台からの加入者回路試験(BCO試験)機能を備えて

いる｡

5.3 新サー ビ ス

(1)短縮ダイヤルサービス機能を持っている｡.加入者は被呼老

に対応してあらかじめ定められた1ⅩY(Ⅹは0,1,7,を
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担す33 C460形白励交換耗の主▼′し′-∴髄拭

除く1Lり3数`子こをダトトン音‾ることにより,全国任意の加

入者に接続することができる｢.

･･2)PBXダイヤル7ウト規制,ダイヤ′L Tンサービス枚能を備

えているこ.

(3)MFボタン電話機サービスを考慮L.ている｡.

5.4 部 品(10)

(1)有極リレーーのかわりに,無調整,長寿命,制御電流の大き

いMR形水銀接点リレーを採用しているご

(2) レジス労,七こ′ダのJモ∵〕用としてRD形リードリレーの

かぁりに小形化したSD形リードりレーを採用している｡

(3)特性のよいSR形シリコン整流器を使用している｡.

(4)

(5)

C形取付板1枚幅に､主ヒューズ(せん形ヒューズ)およ

び子ヒューズ(M形ヒューで)を取り付けられる新形ヒュ

ーズ盤を採用している｡

新建設工法にあ･･1た軽量架かくを採桐している｡

5.5 そ の ほ か

l二1)使用部品の種額をできる限り削減しているご.

(2I)既設のC41,51形局の接点摩耗状態を調査し それi･こ基づ

く接点保護対策を行なっているr.

(3)部品の使円方法,実装方法,端子収容方法などを明確化し.

統一している｡

く4)一部実装のパターン化を考えている｡

占.C4dO形自動交換墳

C400形自動交換機に織り込まれた技術を応用すれば,C3形自動

交換機の鎖域でもさらに経済化されることがわかり,C400形木仕

化検討作業と並行Lて,C3子持を改良するか,C400形系列の小容量

交換機を開発するかが検討された｡.その結果,後者が有利との結論

が得られたので,C400形と並行Lて具体設計にはい一1たこJ保守上

の問題を考え,できるだけC400形の回路形式に合わせ,トランク,

レジスタ,センターなどの単体装置はC40n形のものをそのまま共用

することにした｡C460形の特長は次のとおりである｡,

(1)プレハブ同条を考え,すべて低架高(CD梨王)を採用L_て

いる｡

(二2)主フレーム(図33)はAリンク8チャンネ′-し,損一人16-7レ

ームに縮小している｡

(3)マーカには起呼マーカ,接続マーカを併合した併合マーカ

方式を採関している｡
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C460形自動交換棟の設計は,C400形の設計分担がそのまま引き

継がれ,日立製作所は,併合マーカ,トランスレータ,壌中試験架,

トランク用架の設計を担当した｡かくして昭和41年5月特仕5241

号として仕様書が制定され.現在商用試験局である茨城県水海道筍

で現場実験が行なわれている｡

7.結 口

以上述べたように,C400形自動交換機ほ,商用試験の結果,棟

能,経済性ともに所期の目標を達成し,今後大容量標準市内クロス

バ交換機として,SXS交換機,C41,51形交換枚にかわって全面的

に導入される予定であり,その成果が期待されている｡､昭和41年度

は約50万回線の導入が見込まれているが,昭和42年度以降はそれ

をはるかに上回る導入が予定されている｡

今後の問題としてほ,電子交換機の出現に刺激されて要求されて

頭

くる新サービス機能の導入,新部品とくに小形部品の導入などがあ

り,さらに輸出用交換機としての問題解決のためにいっそうの努力

を続ける必要がある｡
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同 軸 ケ
ー ブ ル の 製 造 装 置

この発明は,内部導体の周上にプラスチックを空げきが生ずるよ

うに被覆した,いわゆる空げき形同軸ケーブルを比較的容易に製造

する装置に関するもので,特にプラスチックテープを使用して等間

隔の空げきを有する同軸ケーブルを製造するのに適している｡

この発明を図面により説明すると,周辺に等間隔に凹部を有する

凹ロール6を2個設け,凹ロー′レ6のそれぞれにはその凹部と係合

可能な凸部を有する凸ロール7を接触して設け,プラスチックテー

プ2を凹ロール6と凸ロール7とにより成形して,中心導体1の周

上に被覆して接合し,そのテープ接合時に生ずるテープ2の不要耳

部3を切り落とすためのロール8を,凹ロー/レ6に隣接して設置し

たものである｡なお,プラスチックテープ2を成形して得られた空

げき形絶縁体5の周上には,外部導体4,外部シースなどが順次設

けられる｡

このように構成する例示装置によると,プラスチックテープ2に

凹みを付ける凹ロール6と,テープ2の合わせ目を接合するロー/レ

6とが同一であるため,凹みを付与してから接合されるまでテープ

2が凹ロール6より離れなくて済み,この結果,凹みの形状は成形

時の状態がテープ接合後においても維持され,電気的にも均一な誘

電特性を有する空げき形絶縁体5を形成できるという効果があり,

また,設備費が格安のうえ,工程が簡単なため高速度運転が可能と

なり,電気的に優秀なバロン形ケーブル(空げき形同軸ケーブルの

日立電線株式会社の商品名)を安価に製造できる特長がある｡

(斎藤)
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